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1. はじめに

本研究では、産卵・生育場として水田環境に深く依存するトウキョウダルマガエルにつ

いて、成体（1 年以上越冬した個体）と当歳（当年度変態個体）別に、種の主要な採餌・

隠伏環境である畦畔周辺における季節的消長と水田環境の関連について調査した。

2．調査地の概要

対象地は岩手県の胆沢扇状地西部に位置する「いさわ西部

地区」とした。本地区の水路は、一部にコンクリート水路も

散在するが、多くは土水路であり、良好な水田環境が現存し

た。地区全体の季節的消長を把握するため、広範囲に 19 筆の

水田（総延長約 3565ｍ）を調査地として設定した（土水路水

田が 13 筆、コンクリート水路水田が 3 筆、土水路・コンクリ

ート水路共設水田が 2 筆、水路が無い水田が 1 筆であった）。

3．調査の概要

2003 年 4 月～11 月に、週 1 回（計 29 回）の生息密度調査、水田環境調査を行なった。

生息密度調査では、個体を成体と当歳に区別し、畦畔センサスを行なった。水田環境調査

として、水田水深（cm）、畦畔草丈高（cm）を測定した。水田水深は、各水田内に定点を 1

カ所設け、代表値とした。畦畔草丈高は各筆の 4 辺の畦畔について、１辺ごとに定点を 1

カ所設け、平均値を代表値とした。（草刈りや入水・中干しの状況も記録）。解析は、時系

列重回帰分析（菅 2001：変数にトレンド T 導入）により、季節的消長と水田環境との関係

を明らかにした。各変数は、週ごとに 19 筆の水田で得られたデータを、各筆延長による加

重平均を行ない代表値とした。（用いたデータは活動期を考慮し、4 月 4 週から 10 月 1 週

までとした。当歳は、初確認週の前週である 7 月 1 週以降のものを用いた。）

3．結果

成体の生息密度に対して、水田水深、トレンド T とも有意な正の関係が認められた

（R2=0.69、p<0.001）。特にトレンド T に対して水田水深の標準化係数は大きく、成体の季

節的消長には水田水深の変化が関与していると考えられる。成体の生息密度は、水田への

入水後、水田水深が安定した時期に急速に増加した。その後、水田の中干しによる水田水

深の減少により生息密度は減少した。当歳の生息密度に対しても、水田水深、トレンド T

とも有意な正の関係が認められた（R2=0.75、p<0.001）。当歳の季節的消長にも、水田水深

が関わっているといえる。

当歳は、水田の中干しによって、水田水深が最も低くなる時期に、その幼生の上陸が確
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認され始めた。その後、再び水田へ入水が開始されると共に、生息密度は増加した。しか

し、再び水田の落水が行なわれ始めると、急速に生息密度が減少した。

一方で、畦畔の草丈高は成体、当歳とも重

回帰分析結果に変数として採用されなかった。

4．考察

成体、当歳とも、季節的消長と水田水深の

との間には高い正の関係が認められた。成体

の生息密度は水田への入水が始まり、水田水

深が安定している時期に急速に増加した。し

かし、中干し以降は若干の回復はみられたが、

長期的には減少傾向を示した。以上から成体の

季節的消長は、水田水深の安定性に影響を受け

ると考えられる。また当歳は、水田の中干しに

よる水田水深の減少が最も大きくなる時期に一

斉に上陸し、水田水深の増加に伴い生息密度が

急増した。しかし、再び、落水が行なわれ、水

田水深が減少すると生息密度も減少した。森・

夏原（2004）はカスミサンショウウオが水位減

少する環境では、小型なサイズで早く変態する

適応的反応をすることを示した。中干しや落水により水位が急変する環境を利用する本種

も水田の陸化に適応的に成長速度を変化させるのかもしれない。今後、実証研究が望まれ

る。一方で、中干し期には地域全体で中干しの実施時期・期間にばらつきがあることもあ

り、全域から成体、当歳とも一斉に見られなくなるわけではなかった。このばらつきこそ

が、生息に対する中干しによる水田の陸化の影響を緩和するのかもしれない。しかし、大

澤ら（2003）、佐藤・東(2004)は本種の生息密度と畦畔草丈高との間に関連があることを示

したが、本研究では、季節的消長と草丈高との間に相関性はなかった。これは、草丈高の

季節的変化が小さいことが原因と考えられる。調査地の 19 筆の水田において、草刈りの回

数と時期にばらつきがみられた（2-5 回）。この地域内の草刈り作業実施の回数や時期のば

らつきが、本種にとって適度な植生の存在する畦畔を長期に維持させていると考えられた。

5．まとめ

本種の好適環境としては、長期間、安定した湛水が継続し、適度な植生が存在する環境

が望ましい。本研究では中干しや草刈りの時期や期間がばらつくことが、このような環境

を地域内に長期に存在させることが示唆された。本種の保全には、中干しや草刈りを行な

う時期・期間について、ばらつきをもたせた維持管理の取組みが有効と考えられる。
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図２．トウキョウダルマガエル成体・当歳の季節

的消長と水田水深の季節的変化
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図３．畦畔草丈高の季節的変化


